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書
写
の
学
習
で
目
ざ
す
べ
き
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

山
梨
大
学
教
授
の
宮
澤
正
明
先
生
に
よ
れ
ば
、書
写
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
、「
個
別
の
文
字
の
完
成
度
を
高
め
る
の
で
は
な
く
、あ
ら
ゆ
る
文
字
を
正

し
く
整
え
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
方
法（
原
理・原
則
的
基
準
。書
写
の
基

礎・基
本
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
）を
習
得
し
、社
会
生
活
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
書
写
活
動
に
対
応
で
き
る
書
写
能
力
の
向
上
」で
あ
り
、言
い
換
え

れ
ば
、「
文
字
を
正
し
く
整
え
、さ
ま
ざ
ま
な
書
式
、形
式
に
適
切
に
書
く
た

め
の
普
遍
的
な
原
理・原
則
及
び
技
能
の
習
得
に
あ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、「
文
字
を
正
し
く
整
え
て
書
く
た
め
の
知
識
を
理
解
す
る
こ
と
、

そ
れ
を
ふ
ま
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
字
を
書
く
こ
と
で
応
用
力
を
養
う
こ
と

を
目
ざ
す
こ
と
」が
、書
写
の
目
ざ
す
も
の
と
い
う
考
え
方
で
す
。（
※
）                          

こ
こ
で
は
、平
仮
名
、片
仮
名
、漢
字
を
い
く
つ
か
の
視
点
で
共
通
部
分
を

見
つ
け
、書
写
の
学
習
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅰ

平
仮
名
編

平
仮
名
は
、漢
字
の
草
書
体
が
略
化
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
の
で
、そ
の
こ

と
を
ふ
ま
え
て
書
く
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
指

導
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

３
「
外
形
」で
分
け
て
み
る

平
仮
名
の
外
形
は
大
体
が
正
方
形
で
す
が
、正
方
形
で
な
い
平
仮
名
は
何
か

に
つい
て
、五
つ
の
字
形
に
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
）縦
長
の
長
方
形

う
・
き
・
く
・
し
・
ち
・
ま
・
も
・
よ
・
ら
・
り

（
２
）横
長
の
長
方
形

い
・
つ
・
へ

（
３
）三
角
形

え
・
ふ
・
み
・
る
・
ろ
・
ん

（
４
）逆
三
角
形

す
・
そ
・
て
・
や

（
５
）円
に
近
い
形

ぬ
・
の
・
め
・
ゆ

Ⅱ

片
仮
名
編

片
仮
名
は
、漢
字
や
漢
字
の
一
部
を
と
っ
て
で
き
た
文
字
で
あ
る
の
で
、

そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、基
本
的
に
は
漢
字
と
同
じ
よ
う
に
書
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
た
だ
、漢
字
に
比
べ
て
単
純
な
字
画
に
な
って
い
る
た
め
、一
画
一
画
の

果
た
す
役
割
が
大
き
い
の
で
、次
の
よ
う
な
指
導
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

○
点
画
の
位
置
、
方
向
、長
さ
を
指
導
す
る

○
似
た
字
形
が
多
い
の
で
、点
画
の
書
き
方
に
注
意
し
、誤
字
や
別
の
文
字
に

な
ら
な
い
よ
う
に
指
導
す
る

○
文
字
の
形（
外
形
）を
指
導
す
る

○
直
線
的
な
点
画
の
漢
字
に
対
し
て
、曲
線
的
な（
丸
み
の
あ
る
）点
画
で
あ

る
こ
と
を
指
導
す
る

○｢

向
か
い
合
う
点
画｣｢

曲
が
り｣｢

結
び｣｢

折
れ（
折
り
返
し
）｣

な
ど
を

指
導
す
る

○
文
字
の
形（
外
形
）を
指
導
す
る

１
「
は
ね
」の
あ
る
文
字
は
一
字
だ
け

平
仮
名
で
は
ね
る
の
は
、「
か
」の
一
筆
目
だ
け
で
す
。そ
れ
以
外
は
、す
べ

て
筆
脈
で
あ
り
、次
の
点
画
に
続
く
た
め
に
線
と
な
っ
て
表
れ
た「
は
ね
出

し
」で
あ
り
、付
加
的
な
要
素
で
す
。し
た
が
って
、「
か
」の「
は
ね
」の
よ
う
に

は
ね
な
け
れ
ば
誤
り
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
、「
は
ね
」の
よ
う
に
見
え
る
文
字
は
と
い
う
と
、「
い（
一
筆
目
）、

き（
三
筆
目
）、け（
一
筆
目
）、こ（
一
筆
目
）、さ（
二
筆
目
）、せ（
二
筆
目
）、

た（
三
筆
目
）、な（
三
筆
目
）、に（
一
筆
目
・二
筆
目
）、は（
一
筆
目
）、

ふ（
一
筆
目
・
三
筆
目
）、ほ（
一
筆
目
）、や（
二
筆
目
）、ら（
一
筆
目
）、

り（
一
筆
目
）」が
、挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
平
仮
名
は
、は
ね
と
は
区
別
し
、次
の
点
画
に
続
く
た
め
の
線

「
は
ね
出
し
」と
理
解
し
て
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

２
｢

結
び
」の
形
で
分
け
て
み
る

（
１
）最
後
に「
結
び
」が
あ
る
場
合
で
、横
長
に
結
ぶ
平
仮
名

な
・
ぬ
・
ね
・
は
・
ほ
・
ま
・
よ
・
る

（
２
）途
中
に｢
結
び｣

が
あ
る
場
合
で
、三
角
形
に
結
ぶ
平
仮
名

お
・
み
・
む
・
す

１

点
画
の
位
置
・
方
向
に
注
意
し
て

（
１
）
ソ
・
ン

（
２
）
シ
・
ツ

※
平
仮
名
の「
し
」と｢

つ｣

の
字
形
と
関
連
さ
せ

て
指
導
す
る
と
、二
つ
の
点
の
位
置
や
方
向
、三

画
目
の
方
向
が
理
解
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

２

似
た
片
仮
名
を
集
め
て
み
る

（
１
）二
画
目
の
長
さ
や
方
向
、終
筆
の
違
い

ア
・
マ
・
ヤ

（
２
）折
れ
の
方
向
、長
さ
の
違
い

コ
・
ユ

（
３
）点
や
画
が
あ
る
か
な
い
か
の
違
い

ウ
・
ワ
、
ク
・
タ
、
ノ
・
メ

（
４
）画
の
方
向・終
筆
の
違
い

ク
・
ワ

（
５
）筆
順
、画
の
方
向
の
違
い

ナ
・
メ

な
ど
。

３

漢
字
と
ほ
ぼ
同
じ
形
と
考
え
て
よ
い
片
仮
名
を
集
め
て
み
る

エ
・
工（
こ
う
）、カ
・
力（
ち
か
ら
）、タ
・
夕（
ゆ
う
）、ニ
・
二

（
に
）、ロ
・
口（
く
ち
）

４

漢
字
や
平
仮
名
と
の
区
別
が
必
要
な
片
仮
名
を
集
め
て
み
る

（
１
）漢
字
と
の
区
別
が
必
要
な
片
仮
名

チ
・
千（
せ
ん
）、ハ
・
八（
は
ち
）、ホ
・
木（
き
）、ミ
・
三（
さ
ん
）

連
載

書
写
の
時
間
を
考
え
よ
う
3

共
通
の
部
分
を
見
つ
け
て
学
ぼ
う

新
し
い
指
導
を
考
え
る
会
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（
２
）平
仮
名
と
の
区
別
が
必
要
な
片
仮
名

ヘ
・
へ
、
リ
・
り

５
「
外
形
」で
分
け
て
み
る

（
１
）縦
長
の
長
方
形

イ
・
キ
・
ク
・
タ
・
ト
・
ノ
・
ミ
・
リ

（
２
）横
長
の
長
方
形

エ
・
ニ
・
ハ
・
ヘ
・
ユ

（
３
）逆
三
角
形

ア
・
ウ
・
ケ
・
サ
・
ソ
・
マ
・
ワ
・
ヲ

Ⅲ

漢
字
編

漢
字
は
、平
仮
名
や
片
仮
名
よ
り
も
画
数
が
多
い
た
め
、正
し
く
整
っ
た
文
字

を
書
く
た
め
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
含
ん
だ
原
理・原
則
を
ふ
ま
え
て
書
く
こ

と
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、次
の
よ
う
な
指
導
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

○
点
画
の
長
短
を
指
導
す
る

○
点
画
の
方
向（｢

左
払
い｣｢

折
れ｣

な
ど
）を
指
導
す
る

○
画
と
画
の
間（
画
間
）は
等
分
割
を
指
導
す
る

○
文
字
の
組
み
立
て
方（｢

左
右｣

、「
上
下
」、「
か
ま
え
」、「
た
れ
」、「
に
ょ

う
」な
ど
）を
指
導
す
る

１

点
画
の
長
短

（
１
）｢

女（
お
ん
な
）｣

が
あ
る
漢
字
は
、そ
の
漢
字
の
横
画
の
中
で｢

女｣

の
最

終
画
を
最
も
長
く
書
く

安
・
委
・
案
・
要
・
妻
・
姿

（
２
）左
払
い
を
四
つ
に
分
け
て
み
る

①
短
く
横
に
払
う                 

千
・
⺤（
一
画
目
）、彳（
ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん
の
一
画
目
）、禾（
の
ぎ
へ
ん

の
一
画
目
）
な
ど
。

②
四
十
五
度
の
方
向
に
払
う

大
部
分
の
左
払
い

③
途
中
ま
で（
交
わ
る
と
こ
ろ
）ま
っ
す
ぐ
で
、そ
の
後
、左
の
方
向
に
払
う

火
・
大
・
夫
・
天

な
ど
。

④
ず
っ
と
ま
っ
す
ぐ
で
、最
後
だ
け
左
の
方
向
に
払
う

月

な
ど
。

２

点
画
の
方
向

（
１
）折
れ
を
二
つ
に
分
け
て
み
る

①
真
下
に
折
れ
る

目
・
貝
・
見
・
頁
・
自
・
月

な
ど
。

②
内
側
に
折
れ
る                

口
・
言
・
田
・
由
・
車
・
里
・
白
・
皿

な
ど
。

お
わ
り
に

今
回
取
り
上
げ
た
例
は
、ほ
ん
の一例
で
す
。基
準
と
な
る
文
字
で
習
得
し

た
こ
と
を
、他
の
文
字
に
活
用
す
る
力
を
つ
け
、日
常
生
活
で
も
使
え
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
書
写
の
学
習
の
ね
ら
い
で
す
。

書
写
の
指
導
の
中
で
、こ
の
こ
と
を
い
つ
も
念
頭
に
置
い
て
授
業
を
進
め
た

い
も
の
で
す
。
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書
写
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お
も
し
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い
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「日」が部分になったとき、縦長の「日」は
真下に折れ、横長の「日」は内側に折れる。

短文をつくる。

自分の名前から、左払いを見つける。




